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Licensing Data Recovery Environments 

Oracle データ・リカバリ・ポリシー 

 
今日のデータ、情報集約型経済では、企業はミッション・クリティカル情報への継続的なアクセス
を必要としています。IT部門では、ビジネス情報の急激な増加を管理するだけでなく、情報の利用
と保護も必要になってきます。それが、データ・リカバリや事業継続計画が必要な理由です。本資
料では、このような環境での Oracleプログラムのライセンスの考え方を説明します。 

 
データ・リカバリ環境は、通常、以下の 2種類に分類されます。 

a) フェイルオーバーなどクラスタ環境を配置した環境 

b) データやプログラム・ファイル（物理的 DBファイル、バイナリー、実行可能ファイル等）の
コピー、同期化、ミラーリング 

 
 

クラスタ環境を利用したデータ・リカバリ (フェイルオーバー) 

 
フェイルオーバー・データ・リカバリ手法はクラスタ配置の一例で、複数のコンピュータ/サーバ
ーが、一つのシングル・ストレージまたは SANにアクセスするものです。このような環境の場
合、オラクルが発行する Technology製品に関する価格表（日本国内価格表）のプログラムのライ
センスを保有するお客様は、フェイルオーバー環境におけるライセンス未契約の待機系コンピュー
タで、ライセンス契約を受けたプログラムを年間（1月 1日～12 月 31日まで）合計 10日稼働さ
せる権利を保有します（例: 待機系コンピュータが火曜日に 2時間ダウンし、金曜日に 3時間ダウ
ンした場合は、2 日としてカウントします）。この権利は、コンピュータがクラスタ構成になって
おり、且つ、コンピュータが一つのディスク・アレイを共有しているときにのみ適用されます。本
番コンピュータがダウンした場合、待機系コンピュータが本番コンピュータとして機能します。本
番コンピュータが復旧した場合、お客様は本番コンピュータに切り替えなければなりません。待機
系コンピュータでの稼働日数が年間 10 日を超えた場合は、待機側にもライセンス許諾が必要で
す。さらに、複数のコンピュータがフェイルオーバーとして構成されているとしても、クラスタ環
境毎に 1 台のみ、追加料金無しで最大 10日稼働させることしかできません。メンテナンス目的
での休止時間も 10日間の制限に算入されます。フェイルオーバー環境でオプションをライセンス
する際は、関連するデータベースのライセンス数と合わせる必要があります。さらに、Named 

User Plusでライセンスする際は、最少ユーザー数は 1台の待機系コンピュータのみ除外して計算
します。このセクションで許諾された権利を超える分については、別途ライセンスを取る必要があ
ります。フェイルオーバー環境では、特定のクラスタ構成のライセンス契約においては、本番コン
ピュータと待機系コンピュータは同じ価格単位を適用する必要があります。 

 

 

 

 

 

コピー、同期化、ミラーリングを利用したデータ・リカバリ環境 

 

スタンバイとリモート・ミラーリングは、データ・リカバリ環境を配置する手段です。このような

データ・リカバリの配置では、データと、場合によっては Oracleバイナリーが別のストレージ・

デバイスにコピーされます。このようなデータ・リカバリの配置では、インストール且つ/若しく

は稼動するすべての Oracleプログラムは Oracle Licensing and Services Agreement (OLSA) で記

された標準ポリシーに沿った形でライセンス契約が必要です。本契約は、災害対策シナリオをテス

トする目的で、待機系サーバーで Oracleプログラムをインストールすることも含まれます。デー

タ・リカバリ/待機系サーバーのライセンス契約は、本番サーバーと同じ価格単位及びプログラ

ム・オプションを適用する必要があります。 
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テスティング 

 

物理的なバックアップ・コピーのテストを行う目的において、Oracle Database（Enterprise 

Edition、Standard Edition又は、Standard Edition One）のお客様のライセンスには、暦年で、任

意の 4回を上限として、1回のテストあたり 2日を超えない範囲で、使用権許諾を受けていない

コンピュータ上で当該 Databaseを稼働させる権利を含むものとします。当該権利は、リモート

・ミラーリング等の対象プログラムのバイナリ・ファイルが複製又は同期されるようなその他一

切のデータ・リカバリ方法を対象とするものではありません。 
 


